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東
金
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
取
扱
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

保
険
（
保
険
代
理
店

ほ
け
ん

プ
ラ
ザ
エ
イ
プ
ス
）
の
保
険
内

容
が
見
直
し
と
な
り
ま
す
。

代
理
店
か
ら
現
状
の
保
険
料

百
五
十
円
が
値
上
が
る
見
通
し

と
の
連
絡
が
あ
り

ま
し
た
。
と
う
が

ね

社

協

と

し

て

は
、
百
五
十
円
で
据
え
置
き
、
補
償
内
容
を
変

更
す
る
か
、
五
～
十
円
程
度
値
上
げ
と
な
る
か
、

代
理
店
と
調
整
中
で
す
。

皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

来
月
に
は
正
式
に
保
険
加
入
ご
案
内
の
文
書
を

お
送
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
旨
、

ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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お
知
ら
せ

来
年
度
か
ら
…

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
が

見
直
し
と
な
り
ま
す
。
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マザーズホームで過ごした
時間はとても楽しかったです。
障がいのある子どもとは全然思
わないです。非常に元気いっぱ
い、たぶん私より元気です。(^_^)
子どもはかなり単純です。言葉だけで子ど

私は中国広東省海門市から留学で日本にやって もを喜ばせます。日常生活によく見当たるも
きました。マザーズホームでのボランティア活 のをちょっと変えれば、子どもと楽しく遊べ
動は、来日して以来初めてです。手伝わせてい ます。時々子どもの質問に答えられないこと
ただきありがとうございます。 もあります。子どもはすごいです。時にはす
ボランティア活動を始めようと思ったのは、 ばらしい言葉を言って、本当に言い得て妙だ

昨年3月11日、東日本大震災でふれあいセンター と感心することもあります。 子どもたちが
に避難したのがきっかけです。 教えてくれて、子どもたちから勉強できるこ
地震のない故郷で育った私たちは、電気もない とがまだまだたくさんあるのです。短い間で

寒いその夜にどうすればよいか、どこへ行けば すが、子どもたちを大切にする、その気持ち
いいのか、全然わかりませんでした。それで、 がマザーズホームのあちらこちらにあふれる
友達から「ふれあいセンター」という所を聞い のをすごく感じました。
て避難にいき、明るくて、温かくて、心強い夜 マザーズホームから大切な思い出をいっぱ
をすごしました。そこの出来事があったため、 いもらって、今後も続けさせていただきます。
ふれあいセンターを手伝いたい、もう少し大げ 好きな言葉「人は、あげたりもらったり」
さに言えば、「恩返ししたい」と思ったのです。 で終わります。

人は あげたり、もらったり

胡 転英（コ テンエイ）

とうがね社協ホームページリニューアル
http://www.togane-shakyo.jp/

ボランティアセンターの情報も掲載中>
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大
寒
波
の
到
来
で
あ
ち
こ
ち
に
大
雪
が

降
っ
て
い
ま
す
。
雪
道
に
慣
れ
て
い
る

地
方
で
も
、
車
の
事
故
が
相
次
い
で
い

る
よ
う
で
す
。
幸
い
、
千
葉
・
東
金
周

辺
、
雪
は
殆
ど
降
り
ま
せ
ん
が
、
昨
年

の
雪
で
怖
い
思
い
を
し
た
の
で
、
「
ス

タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
」
を
つ
け
て
車
を

運
転
し
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
雪
や
凍

結
し
た
道
路
は
や
っ
ぱ
り
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
も

の
。
通
学
途
中
の
子
供
た
ち
も
、
白
い

息
を
吐
き
な
が
ら
凍
っ
た
歩
道
を
歩
い

て
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、
安

全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
暖
か
い

春
が
待
ち
遠
し
い
で
す
ね
。
（
Ｐ
Ｃ
Ｏ
）

｢ボラセンだより｣第23号いかがでしたか？
ご意見やご感想をぜひお聞かせ下さい。
「お知らせ」や「情報」などの原稿も
お待ちしています。
東金市ボランティア・市民活動センター
5 0475-52-5198 FAX 0475-52-8227

ボランティアセンターから

感想やお便りは
メールでも OK ! です。
togane.shakyo@cronos.ocn.ne.jp

震災から満1年イベント

これまでの一年これからの一年
○映像上映会・体験発表

「あの日に起こったこと・それから1年」

○リレートーク「これからの課題」

○東金混声合唱団・茂原交響楽団

などによるコンサート

○被災地の様々な食品等を販売する物産展

日 時：平成24年３月１１日（日）
13：30～16：00

会 場：東金文化会館大ホール

（参加費無料）

問合せ： 大里綜合管理㈱
5 0475-72-3437

掲示板

●
東
日
本
大
震
災
被
害
患
者
支
援
基
金

（N
P
O

法
人
全
国
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡
協
議
会
）

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
等
で
の
被
災

も
し
く
は
福
島
原
発
の
事
故
に
伴
い
、

避
難
中
の
造
血
管
細
胞
移
植
の
対
象

疾
患
の
患
者
と
そ
の
家
族
で
、

治
療
に
必
要
な
財
源
確
保
が
困
難
な
方

を
対
象
。

●
ド
コ
モ
市
民
活
動
団
体
へ
の
助
成

（N
P
O

法
人
モ
バ
イ
ル
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ァ
ン
ド
）

将
来
の
担
い
手
で
あ
る
子
供
の
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
る
市
民
活
動
団
体

の
「
子
ど
も
を
守
る
」
を
テ
ー
マ
に

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育
ち
を
応

援
す
る
活
動
を
対
象

●
配
食
用
小
型
電
気
自
動
車
寄
贈
事
業

（
み
ず
ほ
教
育
福
祉
財
団
）

高
齢
者
向
け
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
に
対
し
て
助
成

●
老
後
を
豊
か
に
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
資
金

（
み
ず
ほ
教
育
福
祉
財
団
）

地
域
に
根
ざ
し
た
高
齢
者
の
た
め

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
奨
励

※
詳
細
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
で

助

成
情
報

ボランティア募集

●子どもたちとの
遊び相手ボランティア

場所：子ども支援センターぽけっと
日時：毎週月曜～金曜15時～17時

土日も営業しているので、土日に
ボランティアをしてくださる方大歓迎

内容：障がいを持たれている
子どもたちとの遊び相手など

問合せ：ちば地域生活支援舎
子ども支援センターぽけっと

5 50-1081

「被災地支援ボランティア」
震災から一年、確かめよう自分の目で。

今私たちにできること。
3月17日（土）9：00～14：00

宮城県石巻市にて活動します。

3/1より受付開始

詳細は「広報とうがね」3/1 発行号に記載

ボランティア養成講座

お問合せ
東金市ボランティア・市民活動センター

5 0475-52-5198

春のウキウキふれあい旅行
障がい児（者）の方々の交流とリフレッシュを兼ねて

日帰りバス旅行を実施します

と き：平成２４年３月１０日（土）

午前９時出発、東金解散予定17時30分頃

集 合：ふれあいセンター１階ロビー

行き先：東京ディズニーランド（園内自由行動）

対 象：市内在住の障がい児（者）と介助者（２名まで）

先着４０名程度（応募多数の場合は抽選）

参加費：大人（１８以上）4500円

中人（中学・高校）3500円

小人（幼児・小学）2500円

2/20以降はキャンセル料200円発生

当日キャンセルはチケット買取り

申込：東金市社会福祉協議会 ☎（ 52－5198）

〆切り 2月10日（金）

つ
ぶ
や
き
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